
議

案

第

六

十

六

号 

 
 

 

港

区

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

令

和

元

年

九

月

十

二

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

等

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

（

港

区

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

一

条 

港

区

人

事

行

政

の

運

営

等

の

状

況

の

公

表

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

七

年

港

区

条

例

第

二

号

）

の

一 

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

三

条

中

「

法

」

の

下

に

「

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

職

員

及

び

法

」

を

加

え

、

「

又

は

第

二

十

八

条

の

六

第

二

項

」

を

削

る

。 

（

公

益

的

法

人

等

へ

の

港

区

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

二

条 

公

益

的

法

人

等

へ

の

港

区

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

四

年

港

区

条

例

第

二

号

）

の

一 

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

九

条

中

「

第

二

十

二

条

第

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

」

に

、

「

条

件

附

採

用

」

を

「

条

件

付

採

用

」

に 



改

め

る

。 

 
 

第

十

六

条

第

二

項

中

「

第

五

項

」

の

下

に

「

及

び

第

六

項

」

を

加

え

る

。 

（

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

港

区

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

三

条 
外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

る

港

区

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

六

十 

三

年

港

区

条

例

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

第

一

項

各

号

列

記

以

外

の

部

分

中

「

又

は

」

を

「

、

又

は

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

う

え

」

を

「

上

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

第

三

号

中

「

第

二

十

二

条

第

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

一

に

」

を

「

い

ず

れ

か

に

」

に

改

め

る

。 

（

港

区

職

員

の

分

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

四

条 

港

区

職

員

の

分

限

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

六

年

港

区

条

例

第

二

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う 

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

四

条

中

第

三

項

を

第

四

項

と

し

、

第

二

項

を

第

三

項

と

し

、

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 

２ 

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

対

す

る

前

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

前

段

中

「

三

年

を

超

え

な

い

範

囲

内

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

定

め

る

任

期

の

範

囲

内

」

と

、

同

項

後

段

中

「

三

年

に

満

た

な

い

場

合

」

と

あ

る

の

は

「

当

該

任

命

権

者

が

定

め

る

任

期

に

満

た

な

い

場

合

」

と

、

「

三

年

を

超

え

な

い

範

囲

内

」

と

あ

る

の

は

「

当

該

任

命

権

者

が

定

め

る

任

期

の

範

囲

内

」

と

す

る

。 



 
 

第

六

条

第

一

項

中

「

及

び

第

三

項

」

を

「

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

及

び

第

四

項

」

に

改

め

る

。 

（

港

区

職

員

の

懲

戒

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

五

条 
港

区

職

員

の

懲

戒

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

六

年

港

区

条

例

第

二

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う 

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

三

条

中

「

及

び

暫

定

手

当

の

合

計

額

」

を

「

（

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

に

つ

い

て

は

報

酬

（

港

区

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

（

令

和

元

年

港

区

条

例

第 
 

号

）

第

十

八

条

第

一

項

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

報

酬

を

い

う

。

）

）

」

に

改

め

る

。 

（

港

区

職

員

の

職

務

に

専

念

す

る

義

務

の

特

例

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

六

条 

港

区

職

員

の

職

務

に

専

念

す

る

義

務

の

特

例

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

六

年

港

区

条

例

第

十

七

号 

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

中

「

次

の

」

を

「

、

次

の

」

に

、

「

に

お

い

て

は

」

を

「

に

は

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

た

だ

し

書

を

加

え

る

。 

 
 

 

た

だ

し

、

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

あ

つ

て

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

う

ち

、

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

場

合

に

該

当

す

る

場

合

に

は

、

あ

ら

か

じ

め

任

命

権

者

又

は

そ

の

委

任

を

受

け

た

者

の

承

認

を

得

て

、

） 



そ

の

職

務

に

専

念

す

る

義

務

を

免

除

さ

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。 
（

港

区

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

七

条 
港

区

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

年

港

区

条

例

第

一

号

）

の

一

部 

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

一

条

第

二

項

中

「

及

び

教

員

」

を

「

、

副

園

長

、

教

諭

及

び

養

護

教

諭

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

十

三

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

５ 

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

及

び

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

た

職

員

（

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

に

限

る

。

）

（

こ

れ

ら

の

者

を

第

十

五

条

第

一

項

に

お

い

て

「

常

勤

の

臨

時

的

任

用

職

員

」

と

い

う

。

）

の

任

用

期

間

中

の

年

次

有

給

休

暇

は

、

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、 

人

事

委

員

会

の

承

認

を

得

て

、

区

規

則

で

定

め

る

。 

 
 

第

十

五

条

第

一

項

中

「

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

症

状

対

応

休

暇

、

母

子

保

健

健

診 

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

育

児

参

加

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害 

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

休

暇

、

子

の

看

護

休

暇

及

び

短

期

の

介

護

休

暇 

 

を

「

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

休

暇

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

各

号 

を

加

え

る

。 

 
 

一 

次

号

に

掲

げ

る

職

員

以

外

の

職

員 

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

症

状

対

応

休

暇

、 」 



母

子

保

健

健

診

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

育

児

参

加

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

休

暇

、

子

の

看

護

休

暇

及

び

短

期

の

介

護

休

暇 

 
 

二 
常

勤

の

臨

時

的

任

用

職

員 

公

民

権

行

使

等

休

暇

、

妊

娠

出

産

休

暇

、

妊

娠

症

状

対

応

休

暇

、

母

子

保

健

健

診

休

暇

、

妊

婦

通

勤

時

間

、

育

児

時

間

、

出

産

支

援

休

暇

、

育

児

参

加

休

暇

、

生

理

休

暇

、

慶

弔

休

暇

、

災

害

休

暇

、

夏

季

休

暇

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

休

暇

、

子

の

看

護

休

暇

及

び

短

期

の

介

護

休

暇 

第

十

八

条

の

見

出

し

中

「

臨

時

職

員

」

を

「

育

児

休

業

に

伴

い

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

等

」

に

改

め

、 

同

条

中

「

臨

時

的

」

を

「

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

」

に

改

め

、

「

職

員

」

の

下

に

「

（

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

を

除

く

。

）

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２ 

非

常

勤

職

員

（

再

任

用

短

時

間

勤

務

職

員

を

除

く

。

）

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

し

て

は

、

第

二

条

か

ら

前

条

ま

で

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

職

務

の

性

質

等

を

考

慮

し

、

人

事

委

員

会

の

承

認

を

得

て

、

区

規

則

及

び

港

区

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

。 

（

港

区

職

員

の

配

偶

者

同

行

休

業

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

八

条 

港

区

職

員

の

配

偶

者

同

行

休

業

に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

六

年

港

区

条

例

第

三

十

七

号

）

の

一

部 

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

第

一

号

中

「

第

二

十

二

条

第

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

」

に

改

め

る

。 



（

港

区

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 
第

九

条 

港

区

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に 
改

正

す

る

。 

 
 

第

十

四

条

第

二

号

中

「

非

常

勤

職

員

」

を

「

次

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

非

常

勤

職

員

以

外

の

非

常

勤

職 

員

」

に

改

め

、

「

又

は

第

二

十

八

条

の

六

第

二

項

」

を

削

り

、

同

号

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

 
 

イ 

特

定

職

に

引

き

続

き

在

職

し

た

期

間

が

一

年

以

上

で

あ

る

非

常

勤

職

員 

 
 

ロ 

勤

務

日

の

日

数

及

び

勤

務

日

ご

と

の

勤

務

時

間

を

考

慮

し

て

区

規

則

で

定

め

る

非

常

勤

職

員 

 

第

十

五

条

第

一

項

中

「

勤

務

時

間

」

の

下

に

「

（

前

条

第

二

号

イ

及

び

ロ

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

非

常 

勤

職

員

の

う

ち

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

あ

っ

て

は

当 

該

会

計

年

度

任

用

職

員

に

つ

い

て

割

り

振

ら

れ

た

勤

務

時

間

）

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 

３ 

非

常

勤

職

員

に

対

す

る

部

分

休

業

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

一

日

に

つ

き

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

第

二 

項

の

規

定

に

基

づ

く

区

規

則

及

び

港

区

教

育

委

員

会

規

則

（

以

下

「

勤

務

時

間

条

例

に

基

づ

く

区

規

則

等 

と

い

う

。

）

の

規

定

に

よ

り

当

該

非

常

勤

職

員

に

つ

い

て

割

り

振

ら

れ

た

一

日

の

勤

務

時

間

か

ら

五

時

間

四

十

五

分

を

減

じ

た

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

行

う

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

当

該

非

常

勤

職

員

が

勤

務

時

間

条

例

に

基

づ

く

区

規

則

等

の

規

定

に

よ

る

育

児

時

間

又

は

介

護

時

間

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

場

合

に

お

け

る

部

分

休

業

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

一

日

に

つ

き

当

該

非

常

勤

職

員

に

つ

い

て

割

り

振

ら

れ

た

一

日

の

勤

務

時

間

か

ら

五

時

間

四

十

五

分

を

減

じ

た

時

間

か

ら

当

該

育

児

時

間

又

は

当

該

介

護

時

間

」 



の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

時

間

を

減

じ

た

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

行

う

も

の

と

す

る

。 

 
 

第

十

六

条

中

「

及

び

」

を

「

、

」

に

改

め

、

「

第

十

九

条

第

一

項

」

の

下

に

「

並

び

に

港

区

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

（

令

和

元

年

港

区

条

例

第 
 

号

。

以

下

「

会

計

年

度

任

用

職

員

給

与

条

例

」

と

い

う

。

）

第

九

条

第

一

項

及

び

第

二

十

三

条

第

一

項

か

ら

第

三

項

ま

で

」

を

、

「

第

二

十

二

条

」

の

下

に

「

並

び

に

会

計

年

度

任

用

職

員

給

与

条

例

第

十

三

条

及

び

第

二

十

七

条

」

を

、

「

給

与

額 

の

下

に

「

（

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

に

あ

っ

て

は

勤

務

一

時

間

当

た

り

の

報

酬

額

）

」

を

加

え

る

。 

（

港

区

非

常

勤

職

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

十

条 

港

区

非

常

勤

職

員

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

港

区

条

例

第

二

十

六

号 

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

一

条

中

「

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

」

の

下

に

「

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

及

び

同

法

」

を

加

え

、

「

又

は

第

二

十

八

条

の

六

第

二

項

」

を

削

る

。 

（

港

区

職

員

団

体

の

た

め

の

職

員

の

行

為

の

制

限

の

特

例

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

十

一

条 

港

区

職

員

団

体

の

た

め

の

職

員

の

行

為

の

制

限

の

特

例

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

四

十

一

年

港

区

条

例

第

三

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

第

二

号

及

び

第

三

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

 
 

二 

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

休

日

又

は

代

休

日

で

、

そ

の

日

に

任

命

権

者

が

特

に

勤

務

を

命

じ

て

い

） 

 

」 



な

い

場

合 

 
 

 

イ 

港

区

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

年

港

区

条

例

第

一

号

。

以

下

「

勤

務

時

間

条

例

」

と

い

う

。

）

第

十

条

及

び

第

十

一

条

の

規

定

に

よ

る

休

日

又

は

勤

務

時

間

条

例

第

十

二

条

の

規

定

に

よ

り

指

定

さ

れ

た

代

休

日 

 
 

 

ロ 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

港

区

条

例

第

三

十

五

号

。

以

下

「

幼

稚

園

教

育

職

員

勤

務

時

間

条

例

」

と

い

う

。

）

第

十

二

条

及

び

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

る

休

日

又

は

幼

稚

園

教

育

職

員

勤

務

時

間

条

例

第

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

指

定

さ

れ

た

代

休

日 

 
 

 

ハ 

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

定

め

る

休

日

又

は

代

休

日 

 
 

 

ニ 

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

区

規

則

又

は

港

区

教

育

委

員

会

規

則

の

規

定

に

よ

る

休

日

又

は

代

休

日 

 
 

三 

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

年

次

有

給

休

暇

を

与

え

ら

れ

て

い

る

場

合 

 
 

 

イ 

勤

務

時

間

条

例

第

十

三

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

与

え

ら

れ

て

い

る

年

次

有

給

休

暇 

 
 

 

ロ 

幼

稚

園

教

育

職

員

勤

務

時

間

条

例

第

十

五

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

与

え

ら

れ

て

い

る

年

次

有

給

休

暇 

 
 

 

ハ 

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

任

命

権

者

が

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

与

え

ら

れ

て

い

る

年

次

有

給

休

暇 



 
 

 

ニ 

勤

務

時

間

条

例

第

十

八

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

区

規

則

又

は

港

区

教

育

委

員

会

規

則

の

規

定

に

よ

り

与

え

ら

れ

て

い

る

年

次

有

給

休

暇 

 
 

 
付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

地

方

公

務

員

法

及

び

地

方

自

治

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

九

年

法

律

第

二

十

九

号

）

の

施

行

に

よ

る

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

の

一

部

改

正

に

よ

り

、

会

計

年

度

任

用

職

員

制

度

の

導

入

及

び

臨

時

的

任

用

職

員

の

任

用

要

件

の

厳

格

化

に

伴

い

、

規

定

を

整

備

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


